
 

 

平成２０年度千葉県三番瀬再生実施計画の策定について 
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１ 趣 旨 

 三番瀬は、東京湾に残された貴重な干潟・浅海域であり、自然環境を再生

して、地域住民が親しめる豊かな海とし、次の世代に引き継いでいくことが

重要です。 

県では、三番瀬の再生を目指す「千葉県三番瀬再生計画」を平成１８年度

に策定し、年度ごとに実施する再生事業を「三番瀬再生実施計画」としてと

りまとめ、この計画に基づき事業を着実に進めています。 

このたび、三番瀬再生会議からの意見を踏まえ、平成２０年度に実施する

事業を取りまとめた「平成２０年度千葉県三番瀬再生実施計画」を策定しま

した。 

平成２０年度は、この計画に基づき、三番瀬再生事業の推進を図って 

まいります。 

 

２ 計画の概要 

平成２０年度には、事業計画において位置づけた４４事業すべてに具体的

に取り組むこととしました。 

主な事業としては、干潟的環境（干出域等）形成・淡水導入の検討、市川

市塩浜護岸の改修、豊かな漁場への改善方法の検討等です。 

 

３ 策定の経緯 

１９年１０月    平成２０年度計画（案）を再生会議委員に送付 

１９年１１～１２月 再生会議で計画（案）を審議 

２０年 ２月    再生会議からの意見を受理 

２０年 ３月    平成２０年度当初予算成立 

２０年 ３月    平成２０年度千葉県三番瀬再生実施計画策定 

県では、三番瀬の自然環境の再生・保全と地域住民が親しめる海の再生を

目指して、三番瀬再生計画（基本計画･事業計画）に基づき、各種再生事業に

取り組んでいます。 

このたび、平成２０年度に実施する事業を取りまとめた、「平成２０年度

千葉県三番瀬再生実施計画」を策定しました。 



再生の目標と平成２０年度三番瀬再生実施計画における主な事業

　   基本計画の目標 　　    第１次事業計画の目標と取り組み 　　　   平成２０年度実施計画における主な事業

 行徳湿地の再整備の調査・設計

 市川市塩浜護岸の改修

 淡水導入の検討

 藻場の造成試験、高水温耐性ノリ品種の改良

 干潟的環境（干出域等）形成の検討

 自然再生（湿地再生）の検討

 青塩関連情報の発信

 自然な水循環系の再生の取り組み

 豊かな漁場への改善方法の検討、アオサ対策の取り組み

 合併処理浄化槽の普及、産業排水対策、流域県民への啓発

 広域拠点の活用、再生活動への支援

 環境学習・教育の検討と取り組み

海と陸との連
続性の回復

環境の持続性
及び回復力の
確保

漁場の生産力
の回復

人と自然との
ふれあいの
確保

干潟・汽水域等の多
様な環境の再生の試
み

後背湿地の再生の試
みと自然な連続性が
確保された護岸整備

青潮発生の抑制と流
入河川の水質や海域
環境の改善

漁業生産の安定・向
上につながる漁場環
境の改善と漁業の振
興

親水性の向上や環境
学習・広報等を通じた
県民参加の推進

生物多様性の
回復

 再生･保全･利用のための条例制定の取り組み

 ラムサール条約への登録の取り組み

 アサリの資源生態に関する総合調査、アサリ生産対策の取り組み

自然再生
のための
施策

水質改善
や海域環
境の改善
のための施
策

人と自然の
共生を実現
するための
施策

モニタリングと
順応的管理等

 三番瀬の自然環境調査

 自然環境データベースの維持

 東京湾の再生につながる広域的な取組

 生物多様性回復のための目標生物調査

 江戸川左岸流域下水道の整備

 調和のとれたまちづくりの取り組み、ルールづくりの取り組み


